
テーマ・講師 配信時期

〇文化芸術のバリアフリーの工夫

講師：山上 庄子（株式会社Palabra 代表取締役社長）

エンターテイメントの総合的なバリアフリーサポートの事例などを通し、すべての人が一緒に楽しむためにど
うしたことができるかを考え学ぶ機会とする。

令和5年
12月上旬

〇障害者のための法律～障害者権利条約と障害者差別解消法を学ぼう～

講師：田門 浩（都民総合法律事務所 弁護士）

障害者のための条例、条約、法律によって期待される、情報アクセシビリティやコミュニケーション支援等、
特に聴覚障害者を巡る環境整備等について学習する機会とする。

令和5年
12月下旬

〇基本から学ぶ能楽の楽しみ方

講師：大藏 彌太郎（狂言方大蔵流能楽師 能楽協会理事）

通常の能楽で行われていることやセリフ、能と狂言の違いなど、能楽の基本ついて学ぶ機会とする。

令和６年
1月上旬

〇アウトドアスポーツの安全な楽しみかた

講師：向後佑香（筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 助教）

アウトドアに対する興味・関心は現在広がりを見せているが、聞こえないことで危険を察知できず、事故に
あうケースもある。聴覚障害のある人が安全にアウトドアを行うために必要なことを学ぶ機会とする。

令和6年
1月下旬

〇高齢者を取り巻く“金融トラブル”と“金融情勢”

講師：鎌田 幸誉（財務省関東財務局 東京財務事務所 調査官）

詐欺被害の事例や、近年多くなっている“暗号資産”に関する悪質手口の事例等を通して、だまされないため
の注意事項や高齢者を詐欺から守るための見守りポイント等を学ぶ機会とする。

令和6年
２月上旬

以下の事項をメールにて申込先まで御連絡ください。
申込み確認後、公開日までに受講用URLをお送りします。
※受講後、簡単なアンケートをお願いする予定です。
※URLは、受講手続きをされた方のみにお送りします。
※視聴環境は各自で御確認をお願いします。
※希望するテーマごとに申込む必要はありません。

【記入事項】
1. 氏名（ふりがな）
2. メールアドレス
3. その他要望等
※メールの件名は「聴覚障害者教養講座 参加申込」
と書いてください。

東京都教育委員会では、聴覚障害者の方々が日常生活をより豊かにし、社会参加を促進するために、「社会教養講座」を開催しています。
主として聴覚障害者対象ですが、健聴者も受講可能です。また、本講座は手話通訳付きのオンライン講座（収録映像の配信）になります。

東京都教育庁地域教育支援部生涯学習課
（障害者教養講座担当）
メール：ml-sy-kyoyokoza@section.metro.tokyo.jp
電 話：03-5320-6857

聴覚障害者社会教養講座令和５年度
主催 東京都教育委員会

申込先・問合せ先

◆申込方法

オンラインによる配信（YouTube限定公開を予定）
※詳しい内容は東京都教育委員会HPに掲載
HP https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/lifelong/learning/seminor_guide.html

◆実施方法

mailto:ml-sy-kyoyokoza@section.metro.tokyo.jp
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/lifelong/learning/seminor_guide.html

